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５.中期的な目標
昨年度の業績計画で提示していたアウトカム指標のうち、 中期
的な目標となる平成19年度の目標値を提示していたものを整理

道路行政マネジメントについて

本資料について

本資料の流れ

◆道路行政マネジメントシステムの浸透から定着へ

●従来の「事業量」に重点を置いた計画策定
から、「達成される成果(アウトカム)」を目指

す事業計画の策定へと転換します。

●平成15年度より業績計画を策定し、平成16
年度より達成状況を報告しています。

●これらの結果を次の予算に反映させ、道路
行政マネジメントシステムを展開します。

●今後、同システムのさらなる浸透・定着を図
ります。

行政マネジメントシステム

予算・人事のしくみへの反映

成果を意識した施策・事業の実施

目
標
設
定
・

プ
ロ
セ
ス
の
明
確
化

業
績
測
定
・

評
価
の
実
施

国　　　　　民

達
成
度
報
告
書

業
績
計
画
書

参画

行政の透明性の向上 行政の効率性の向上

道路行政マネジメントシステム

●道路行政マネジメントシステム導入3年目を迎え、道路利用者や地域の人々がより理解し

やすい達成状況の報告、成果目標、事業計画について整理したものです。

●「達成状況の報告」では、平成16年度の事業実施を踏まえ、目標値に対する達成状況の報

告および評価を行い、行政の効率性・透明性の向上を図ります。

●「業績計画」では、平成17年度の成果目標、事業計画を提示します。これらの目標は、平成
18年度の「達成状況の報告」において評価を行います。

１.茨城県の道路整備状況
平成16年度に実施した施策・事業および現在進めている
事業を紹介

本資料

事業実施目標の設定評　価事業実施目標の設定評　価

平成17年度
業績計画

事業実施目標の設定

平成16年度 平成17年度 平成18年度

平成16年度
達成状況の報告

反映 反映

平成18年度
業績計画

平成17年度
達成状況の報告

平成16年度
業績計画

本資料

事業実施目標の設定評　価事業実施目標の設定評　価

平成17年度
業績計画

事業実施目標の設定

平成16年度 平成17年度 平成18年度

平成16年度
達成状況の報告

反映 反映

平成18年度
業績計画

平成17年度
達成状況の報告

平成16年度
業績計画

２.茨城県の概況と課題
茨城県の道路交通を取り巻く状況と課題について解説

３.平成16年度 達成状況の報告
昨年度策定した成果目標の達成状況を報告、評価

４.平成17年度 業績計画
本年度設定したアウトカム指標について、成果目標を策定

道路行政マネジメントの取り組みについてはじめに
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一般国道6号藤代バイパス

・取手市の旧藤代町市街地部における交通渋滞緩和と沿道環境の改
善を目的とした延長約6.1kmの道路です。

・平成17年3月に牛久沼大橋を含む未開通区間が開通し、全線が暫
定2車線で供用しました。

一般国道50号結城バイパス

・結城市小田林から筑西市布川に至る7.7km区間のバイパスで、市街

地の渋滞緩和、通過交通の円滑化、歩行者の安全確保等を目的とし
て計画され、平成14年度までに全線を暫定２車線で供用しました。

・平成17年3月に1.0km区間を4車線化したことにより、新4号バイパス
から主要地方道結城下妻線までの約5km間が4車線化しました。

整備状況

整備箇所位置図

整備状況

⇒約3kmの渋滞が解消(八間堰交差点)
⇒CO2発生量が約2%削減

 

H17.3.16 開通区間 L=1.0km

⇒平均旅行速度が26km/h⇒43km/hに
⇒CO2発生量が約30%削減

整備箇所位置図

H16整備区間

八間堰交差点

茨城県の道路整備状況1 平成16年度の主な道路施策・事業

取手市
(旧藤代町)
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既供用延長

つくば
ハイテクパーク
いわい

国道354号　岩井・水海道バイパス　全体計画延長　Ｌ＝9.8km

Ｌ＝3.3km

今回供用延長

Ｌ＝2.4km

既供用延長

Ｌ＝4.1km

水海道市

坂東市
(旧岩井市)

鬼
怒
川

水海道有料道路

既供用延長

つくば
ハイテクパーク
いわい

国道354号　岩井・水海道バイパス　全体計画延長　Ｌ＝9.8km

Ｌ＝3.3km

今回供用延長

Ｌ＝2.4km

既供用延長

Ｌ＝4.1km

水海道市

坂東市
(旧岩井市)

鬼
怒
川

水海道有料道路

一般国道349号三才町交差点改良

・一般国道349号三才町交差点(常陸太田市)では、朝夕の通勤時間

帯や行楽客の帰宅時間帯を中心に、福島方面から常磐自動車道日
立南太田ＩＣ方面に向かう左折車量が多く、左折車による先詰まりか
ら水戸方面に向かう車線において慢性的な渋滞が発生しています。

・平成16年10月、左折レーンを設置する交差点改良を実施しました。

整備箇所位置図

整備状況

一般国道354号岩井水海道バイパス

・一般国道354号は本県の南西部地域を東西に横断しながら大洋村
に至る広域幹線道路で、板東(旧岩井)及び水海道市街地において

は、近年の交通量の増加により著しい交通渋滞が発生しています。

・このような交通渋滞の緩和を図るため、約9.8km区間の整備を進め、
平成17年2月に全線が開通しました。

整備箇所位置図

整備状況

⇒つくばハイテクパークいわいから常磐道谷和原IC
　までの所要時間が約14分短縮(36分⇒22分)

⇒80mの左折レーン設置により約600mの渋滞が解消
⇒年間あたり渋滞損失額、約1億円の削減

茨城県の道路整備状況1 平成16年度の主な道路施策・事業

左折レーン設置
（平成16年10月）

整備前の渋滞状況

(安全快適なみち緊急整備事業)
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600mの渋滞

交通量　17,511台／日
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日立地区常磐自動車道社会実験

■社会実験の概要

実験期間：平成16年9月～12月(24時間）

割引対象：常磐自動車道 北茨城、高萩、日立北、日立中央、
　　　　　　日立南太田の5インターチェンジ間

割 引 率：全車約3割引　〔 9月10日～10月9日　1ヶ月〕

　　　　　　全車約5割引　〔10月10日～12月9日　2ヶ月〕

実
験

対
象

区
間

実
験

対
象

区
間

断面断面AA

断面断面BB

断面断面CC

断面断面DD

東本町東本町

桐木田桐木田
通行料金（一例として）
◆約3割引
北茨城IC⇔日立南太田IC
普通車:1,100円→ 750円
大型車:1,750円→1,200円
◆約5割引
北茨城IC⇔日立南太田IC
普通車:1,100円→ 550円
大型車:1,750円→ 850円

通行料金（一例として）
◆約3割引
北茨城IC⇔日立南太田IC
普通車:1,100円→ 750円
大型車:1,750円→1,200円
◆約5割引
北茨城IC⇔日立南太田IC
普通車:1,100円→ 550円
大型車:1,750円→ 850円

　常磐道ICペア交通量　 約約3131～～112112％増加％増加

　一般道の断面交通量　 最大最大33％減少％減少

　常磐道の断面交通量　 最大最大2222％増加％増加

　常磐道の交通分担率　 4.04.0％増加％増加

　高萩市東本町の最大渋滞長　 南行きで南行きで13901390mm短縮短縮

　新たに常磐道を利用された方　 1414％％

　朝の通勤時間　 平均平均1.41.4分短縮　分短縮　

　買物の行動範囲　 2727％の方が拡大％の方が拡大

　レジャーの行動範囲　 2929％の方が拡大％の方が拡大

　「社会実験は有効である」というご意見　 6565％の方から％の方から

　日立市桐木田の最大渋滞長　 北行きで北行きで740740mm短縮短縮

■実験による交通変化■実験による交通変化

■実験による効果■実験による効果（各種アンケート結果より）（各種アンケート結果より）

※ICペア交通量：任意のインターチェンジ間(ICペア)の交通量

※交通分担率：全体の交通量のうち常磐道が分担する比率

全ICペアより最小値、最大値を抽出
　最小値：高萩IC⇔日立中央IC
　最大値：北茨城IC⇔日立南太田IC

※左図　断面A、断面B、断面D

※左図　断面B、断面C

※実験対象区間での平均

※全実験期間トータルの結果

社会実験に対する感想
〔地域住民アンケート〕

※※ 数値は全て数値は全て55割引時の結果割引時の結果

636

459

269

159

102

67

38

21

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3割引
〔N=1045〕

5割引
〔N=706〕

有効である あまり有効性を感じない 有効でない 無回答

（61%）
（26%） （4%）（10%）

（65%）
（23%） （3%）（9%）

茨城県の道路整備状況1 平成16年度の主な道路施策・事業
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一般国道6号　榊橋

・一般国道6号（日立市南部）では、主要渋滞ポイントである大和田町

交差点を中心に慢性的な渋滞が発生しています。

・一般国道6号榊橋は、昭和5年に一級河川久慈川に架設された延
長324mのコンクリート橋で、橋梁の著しい老朽化のほか、狭小な幅
員(7.5m)、未整備の歩道など様々な要因から橋梁の架け替えが求

められています。

整備箇所位置図

一般国道6号　日立バイパス

・一般国道6号（日立市北部）では、主要渋滞ポイントである公設市場

前交差点、桐木田交差点を中心に慢性的な渋滞が発生しています。

・日立バイパスは一般国道6号の混雑緩和、周辺生活道路の安全性
確保を目的として平成2年度より継続的に整備を実施しています。

・平成15年5月までに、日立市田尻町～日立市鶴首アクセス（3.1km）
間が暫定2車線供用済みです。

整備箇所位置図

整備箇所写真

日立バイパス
(旭高架橋から終点方向を望む)

本宮ロードパーク

⇒平均旅行速度が11km/h向上
(期待される成果)

⇒平均旅行速度が12km/h向上
⇒CO2発生量が約40%削減 (期待される成果)

茨城県の道路整備状況1 事業実施中の主な道路事業

※対象範囲：中成沢～東滑川 ※対象範囲：東海村石神外宿～日立市神田町
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首都圏中央連絡自動車道 (圏央道)

・圏央道は、都心からおよそ半径40～60kmの位置に計画されている
総延長約300km（茨城県内は約71km）の自動車専用の道路です。

・神奈川県、東京都、埼玉県、茨城県、千葉県を結ぶため、県内はも
ちろん、多くのまちの間で人や物の行き来がさかんになり、都心に
集中していたさまざまな都市機能が圏央道沿線の多くの都市に分
散され、まちが活気づくものと期待されます。

北関東自動車道

・北関東自動車道は、茨城県ひたちなか市から群馬県高崎市に至る
約150km全線において事業化された高速自動車国道です。

・国際港の常陸那珂港と群馬・栃木・茨城３県の主要都市を結び、さ
らに関越道・東北道及び常磐道との接続により、北関東地域に新た
な経済圏が創成されることが期待されています。

整備箇所位置図

岩瀬トンネル東工事
（岩瀬町大字松田）

一般国道50号との接続部・岩瀬IC付近
（岩瀬町長方～中泉）

供用区間

事業中区間

整備箇所位置図

牛久市～阿見町付近の
インターチェンジ完成予想図

⇒筑西市が常陸那珂港1時間圏域に
⇒水戸～宇都宮間が1時間40分⇒1時間に
⇒水戸～前橋間が4時間⇒1時間50分に

(期待される成果)

⇒土浦市※～成田空港が80分⇒40分に
(期待される成果)

茨城県の道路整備状況1 事業実施中の主な道路事業

※つくば牛久ICを基準に計算
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主要地方道美浦栄線　(仮)第二栄橋

・本道路の整備箇所(利根町東部)は15kmにわたって利根川に橋が

なく、上流側の栄橋や下流側の長豊橋に交通が集中し慢性的な交
通渋滞が発生しています。

・本道路の整備により、周辺道路の交通渋滞緩和と、経済・文化の活
発な交流が進み、魅力ある地域の発展が図られると期待されます。

一般国道461号　花貫踏切除却

・国道461号は、国道6号と内陸部の国際的観光都市(日光)を結ぶ幹

線道路で、多くの幹線道路を横断的に連絡する重要な道路です。

・花貫踏切付近は、国道6号との距離が短く幅員も狭いうえ、JR常磐

線と斜めに交差していることから慢性的な交通渋滞を引き起こして
います。

整備箇所位置図 整備箇所位置図

整備箇所
完成イメージ図

茨城県の道路整備状況1 事業実施中の主な道路事業

整備箇所完成イメージ図

高萩駅

日立市十王支所

高萩市役所

花貫踏切(現況)

花貫川

太平洋

常
磐

線

至：水戸市

計画路線

日立市

高萩市

至：川尻駅

至：いわき市

高萩駅

日立市十王支所

高萩市役所

花貫踏切(現況)

花貫川

太平洋

常
磐

線

至：水戸市

計画路線

日立市

高萩市

至：川尻駅

至：いわき市

交通混雑の状況

常磐線

国道461号

⇒踏切付近の交通渋滞が緩和し、
　　　　　　より円滑・安全な交通が実現　(期待される成果)

⇒上流側の栄橋、下流側の長豊橋をはじめとする
　　　　　　　　　　周辺道路の混雑が緩和　 (期待される成果)
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① 広い可住地に点在する都市

●茨城県の人口は約300万人で全国11位です(H15)。

●総面積は約6千km2で全国24位ながら、平坦部が多く可住地面積では約4千km2

で、北海道、新潟県、福島県に次ぐ4位を誇ります。

●このような広い県土に主要都市が点在し、これらを最短経路で接続する一般国
道などの幹線道路に交通が集中しやすくなっています。

出典：総務省統計局「H15.10.1現在推計人口」、国勢調査

図：主要都市の人口と一般国道の位置

② 都市を結ぶ幹線道に交通が集中

日立市

水戸市

筑西市

土浦市・
つくば市

鹿嶋市

●県土に点在する都市を結ぶ幹線道路(県道以上)に交通が集中しやすくなってい
ることから、延長24%に過ぎない一般国道が、自動車交通全体の42%を受け持っ

ています。

●このように自動車交通が集中している一般国道などの幹線道路における円滑な
交通を実現することが急務です。

図：1日あたりの交通量

出典： H11道路交通情勢調査

国道50号

国道6号

常磐自動車道

茨城県の概況と課題2
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④ 陸･海･空のネットワークづくり

●茨城県は幹線道路に交通が集中する県土構造と高い自動車交通需要に対応し
つつ、重要港湾や空港、鉄道との円滑な連携も考慮した「陸･海・空のネットワー
クづくり」を進めています。

●重要港湾は4港あり、中でも常陸那珂港(H11供用開始)は、首都圏の物流の合

理的再編と発展に大きく寄与するものと期待されています。

●空港は、北関東の空の玄関として百里飛行場の民間共用化を控えています。

●これらを、北関東自動車道や圏央道などの規格の高い道路や幹線道路の整備
により連携し、結びつきの強化を進めてく必要があります。

図：茨城県の陸･海・空のネットワークづくり

③ 依然として増加傾向の自動車台数

●茨城県の人口あたり乗用車保有台数は全国第4位で、自動車は生活に欠かせ

ない移動手段となっています。

●1990年以降経済成長が鈍化する中、茨城県の自動車保有台数は増加傾向が

維持されており、全国との差も次第に大きくなっていることから、依然として自動
車交通の需要は高いと考えられ、これに対応した道路整備が課題となります。

265 273 280 289 298 310
326

349
370

390
408

426
445

464
482 495

508 521 535 547

220 226 230 236 242 250 263
281

297
313

326 341
356

372 386 395 405 414 422 430 436

558
(全国4位)

0

100

200

300

400

500

600

1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

(台/千人)

茨城 全国

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

1983＝1.0とする

茨城 全国 国内総生産(実質)

出典：自動車検査登録協力会「自動車保有車両数月報」、
総務省自治行政局「住民基本台帳人口要覧」、内閣府経済社会総合研究所HP

図：国内総生産と人口千人あたり自動車保有台数の伸び率

図：千人あたり自動車保有台数の推移

茨城県の概況と課題2
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H15年度より悪化
(3.2%悪化)

H15年度から331後退
(10,551)

H15年度から350削減
(9,870) ※1

10,220万人時間/年①渋滞損失時間

茨城県の
道路整備方針 アウトカム指標

渋滞のない
安全で快適な
幹線道路づくり

地域の課題･
目指すべき方向

平成15年度 平成16年度

H15年度から変化なし
H15年度から変化なし
(43箇所中4箇所緩和)

向上を目指す
(事業実施中)

43箇所中
4箇所緩和

箇所
②主要渋滞ポイントの
　渋滞緩和

目標の7割達成
H15年度から1.2削減

(73.4)
H15年度から1.8削減

(72.8) ※374.6 ※2件/億台キロ③死傷事故率

調査中調査中
向上を目指す
(事業実施中)

217件/年
④事故危険箇所の
　死傷事故件数

目標達成
H15年度から7.0向上

(47.7)
H15年度から2.4向上

(43.1)
40.7％

⑤夜間騒音要請限度
　達成率

目標の8割達成
H15年度から0.7向上

(67.3)
H15年度から0.9向上

(67.5)
66.6％⑥通学路の歩道整備率

目標達成H15年度から1箇所増加
(完了1箇所､一部完了11箇所)

向上を目指す
(事業実施中)

0箇所
⑦あんしん歩行エリア
　整備箇所数

目標の8割達成
H15年度から0.9向上

(13.8)
H15年度から1.1向上

(14.0)
12.9％⑧無電柱化率

H15年度から変化なし
H15年度から変化なし

(13.7)
H15年度から0.2向上

(13.9)
13.7％⑨バリアフリー化率

H15年度から変化なし
H15年度から変化なし

(17)
向上を目指す
(事業実施中)

17箇所⑩良好な景観改善箇所数

目標の1割達成
H15年度から0.4向上

(29.7)
H15年度から3.5向上

(32.8)　29.3％⑪耐震化橋梁整備率

H15年度から変化なし
H15年度から変化なし

(19)
向上を目指す
(事業実施中)

19 ※4箇所
⑫駅前道路整備済み
　鉄道駅数

実績値
単位

達成の程度実績値目標値

交通混雑・渋滞の緩和

交通事故の削減

沿道環境の改善

歩行者・自転車の
安全確保

バリアフリー・ユニバー
サルデザインへの対応
と快適な道の景観確保

地域連携の強化

安全で快適な
歩行者復権の道づくり

陸･海･空の交通ネットワークづくり
　(都市間連携軸の強化に

資する道づくり)　

H15年度から変化なし
H15年度から変化なし

(7.9)
向上を目指す
(事業実施中)

7.9％⑬自動車専用道路分担率

H15年度より悪化
(3.2%悪化)

H15年度から331後退
(10,551)

H15年度から350削減
(9,870) ※1

10,220万人時間/年①渋滞損失時間
H15年度より悪化

(3.2%悪化)
H15年度から331後退

(10,551)
H15年度から350削減

(9,870) ※1
10,220万人時間/年①渋滞損失時間

茨城県の
道路整備方針 アウトカム指標

渋滞のない
安全で快適な
幹線道路づくり

地域の課題･
目指すべき方向

平成15年度 平成16年度

H15年度から変化なし
H15年度から変化なし
(43箇所中4箇所緩和)

向上を目指す
(事業実施中)

43箇所中
4箇所緩和

箇所
②主要渋滞ポイントの
　渋滞緩和

H15年度から変化なし
H15年度から変化なし
(43箇所中4箇所緩和)

向上を目指す
(事業実施中)

43箇所中
4箇所緩和

箇所
②主要渋滞ポイントの
　渋滞緩和

目標の7割達成
H15年度から1.2削減

(73.4)
H15年度から1.8削減

(72.8) ※374.6 ※2件/億台キロ③死傷事故率 目標の7割達成
H15年度から1.2削減

(73.4)
H15年度から1.8削減

(72.8) ※374.6 ※2件/億台キロ③死傷事故率

調査中調査中
向上を目指す
(事業実施中)

217件/年
④事故危険箇所の
　死傷事故件数

調査中調査中
向上を目指す
(事業実施中)

217件/年
④事故危険箇所の
　死傷事故件数

目標達成
H15年度から7.0向上

(47.7)
H15年度から2.4向上

(43.1)
40.7％

⑤夜間騒音要請限度
　達成率

目標達成
H15年度から7.0向上

(47.7)
H15年度から2.4向上

(43.1)
40.7％

⑤夜間騒音要請限度
　達成率

目標の8割達成
H15年度から0.7向上

(67.3)
H15年度から0.9向上

(67.5)
66.6％⑥通学路の歩道整備率 目標の8割達成

H15年度から0.7向上
(67.3)

H15年度から0.9向上
(67.5)

66.6％⑥通学路の歩道整備率

目標達成H15年度から1箇所増加
(完了1箇所､一部完了11箇所)

向上を目指す
(事業実施中)

0箇所
⑦あんしん歩行エリア
　整備箇所数

目標達成H15年度から1箇所増加
(完了1箇所､一部完了11箇所)

向上を目指す
(事業実施中)

0箇所
⑦あんしん歩行エリア
　整備箇所数

目標の8割達成
H15年度から0.9向上

(13.8)
H15年度から1.1向上

(14.0)
12.9％⑧無電柱化率 目標の8割達成

H15年度から0.9向上
(13.8)

H15年度から1.1向上
(14.0)

12.9％⑧無電柱化率

H15年度から変化なし
H15年度から変化なし

(13.7)
H15年度から0.2向上

(13.9)
13.7％⑨バリアフリー化率 H15年度から変化なし

H15年度から変化なし
(13.7)

H15年度から0.2向上
(13.9)

13.7％⑨バリアフリー化率

H15年度から変化なし
H15年度から変化なし

(17)
向上を目指す
(事業実施中)

17箇所⑩良好な景観改善箇所数 H15年度から変化なし
H15年度から変化なし

(17)
向上を目指す
(事業実施中)

17箇所⑩良好な景観改善箇所数

目標の1割達成
H15年度から0.4向上

(29.7)
H15年度から3.5向上

(32.8)　29.3％⑪耐震化橋梁整備率 目標の1割達成
H15年度から0.4向上

(29.7)
H15年度から3.5向上

(32.8)　29.3％⑪耐震化橋梁整備率

H15年度から変化なし
H15年度から変化なし

(19)
向上を目指す
(事業実施中)

19 ※4箇所
⑫駅前道路整備済み
　鉄道駅数

H15年度から変化なし
H15年度から変化なし

(19)
向上を目指す
(事業実施中)

19 ※4箇所
⑫駅前道路整備済み
　鉄道駅数

実績値
単位

達成の程度実績値目標値

交通混雑・渋滞の緩和

交通事故の削減

沿道環境の改善

歩行者・自転車の
安全確保

バリアフリー・ユニバー
サルデザインへの対応
と快適な道の景観確保

地域連携の強化

安全で快適な
歩行者復権の道づくり

陸･海･空の交通ネットワークづくり
　(都市間連携軸の強化に

資する道づくり)　

H15年度から変化なし
H15年度から変化なし

(7.9)
向上を目指す
(事業実施中)

7.9％⑬自動車専用道路分担率 H15年度から変化なし
H15年度から変化なし

(7.9)
向上を目指す
(事業実施中)

7.9％⑬自動車専用道路分担率

●次頁以降では、昨年度の業績計画書で目標を定めたアウトカム指標について、平成16年度の達成状況を報告します。
対象となるアウトカム指標および達成状況は下表の通りです。　(ここでは中期的な指標を対象から除外しています。)

●目標に及ばなかった指標については、平成17年度も引き続き積極的に事業を実施し、指標向上を目指します。

※1：昨年度の成果目標から見直しを行っています。
※2：統計値に基づき値を修正しています。
※3：H15年度実績値の修正に伴い、昨年度の成果目標から見直しを行っています。
※4：昨年度の実績値から値を修正しています。

平成16年度 達成状況の報告3 アウトカム指標の一覧
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①渋滞損失時間

達
成
状
況
の
評
価

現
状
・

課
題

• 道路延長(県道以上)の24%である一般国道に、渋滞損失時間の57%が
集中しています。(占有率約2.4倍)

• 水戸市、土浦市・つくば市、日立市周辺の渋滞が顕著です。

• 平成16年度は10,220万人
時間/年から10,551万人時
間/年へ後退し、3.2%の悪
化となりました。

• 国道6号藤代バイパスや国
道50号結城バイパスは年
度末の供用であったため、
これらの効果はほとんど
計上されていませんが、
前述の2路線のほか、整備箇所では混雑が緩和されています。
今後も現在実施中の事業を促進します。

②主要渋滞ポイントの緩和箇所数

達
成
状
況
の
評
価

現
状
・

課
題

• 県内の主要渋滞ポイント(一般道路43箇所)のうち、9割以上(41箇所)
が一般国道に集中しています。

• 特に、一般国道6号、50号に集中しています。

• 平成16年度は主要渋滞ポイ
ント周辺での供用路線がな
く、緩和箇所数の増加はあ
りませんでした。

• 今後、現在実施している事
業(一般国道6号日立バイパ
ス、一般国道6号千代田石岡
バイパスなど)により主要渋
滞ポイントの渋滞緩和を進
めます。

筑西周辺

日立周辺

ひたちなか

水戸周辺

石岡周辺

出典：第3次渋滞対策プログラム　(H14年度末時点フォローアップ後の値)

図：主要渋滞ポイント

⇒約3kmの渋滞が解消
(八間堰交差点)
⇒CO2発生量が約2%　

　削減

 

H17.3.16 開通区間 L=1.0km

⇒平均旅行速度が
　26km/h⇒43km/hに

⇒CO2発生量が約30%
　削減

H16整備区間

八間堰交差点

H16整備区間

八間堰交差点

【国道6号藤代バイパス】

【国道50号結城バイパス】

平成16年度 達成状況の報告3

算出方法：渋滞損失時間
　　　　　＝(実際の所要時間－交通渋滞がない場合の所要時間)×交通量×平均乗車人数

主要渋滞ポイントの定義：
DID(人口集中地区)内の一般道路では最大渋滞長が1,000m以上または最大通過時間が10分以上
DID(人口集中地区)外の一般道路では最大渋滞長が500m以上または最大通過時間が5分以上

0 10 20 30 40 50

H15実績値

H16目標値

H16実績値

(箇所)

4箇所緩和全43箇所

向上を目指す
(事業実施中)

4箇所緩和
(変化なし)

10,220

9,870

10,551

-350

(+331 )

0 2000 4000 6000 8000 10000 12000
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H15実績値

H16目標値

H16実績値

(件/年)

217

向上を目指す
(事業実施中)

詳細データ分析中
(完了25箇所、一部完了12箇所)

74.6

72.8

73.4
-1.2

-1.8
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H15実績値

H16目標値
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(件/億台キロ)

現
状
・

課
題

図：事故危険箇所の整備状況

出典：国土交通省資料

• 平成16年度の事故危険箇所
における死傷事故件数は現
在分析中です。

• 対策の実施状況は、完了が
25箇所、一部完了が12箇所
と順調に進んでいます。

※H15実績値はH12~H14の平均値

③死傷事故率

達
成
状
況
の
評
価

現
状
・

課
題

• 道路延長(県道以上)の24%である一般国道に、55%の死傷事故が集中
しています。(占有率約2.3倍)

• 各主要都市部で死傷事故率が高くなっています。
また、一般国道の死傷事故率は県道の約1.4倍となっています。

④事故危険箇所の死傷事故件数

達
成
状
況
の
評
価

図：茨城県の年間死傷事故件数
(県道以上)

出典
　H15年：交通事故統計年報
　H16年：(財)交通事故総合分析センター資料

13,202

12,988

12000 12250 12500 12750 13000 13250 13500

平成15年

平成16年

(件/年)

年間214件
(1.6%)減少

• 平成16年度は死傷事故件数
の減少に伴い、死傷事故率
は74.6件/億台キロから
73.4件/億台キロと低下し、
成果目標の7割を達成しま
した。

• 今後も個別事故対策やバイ
パスなどの事業を進め、死
傷事故率の低下に努めます。

平成16年度 達成状況の報告3

• 県内の事故危険箇所の53%(26/49箇所)は一般国道に集中しています。

• 一般国道における1kmあたりの死傷事故件数は県道の約3.7倍となっ
ています。

算出方法：死傷事故率 ＝ 死傷事故件数/走行台キロ※

※走行台キロ＝区間ごとの交通量×区間延長(自動車の走行量を表します)

事故危険箇所の定義：幹線道路やその交差点において交通事故の多発または、そのお
それが高く、緊急に対策を実施する必要性が高い箇所
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⑤夜間騒音要請限度達成率 ⑥通学路の歩道整備率

達
成
状
況
の
評
価

現
状
・

課
題

• 県内の直轄国道は全国直轄国道と比較すると、夜間騒音要請限度達
成率が著しく低くなっています。(昼間の環境基準達成率は全国平均並)

• 同様に夜間交通量が約1.6倍と多く、特に騒音への影響が大きい大型
車については約2倍となっています。

• 目標達成
(H16環境センサス値より
評価)

• 低騒音舗装実施区間をは
じめとして、多くの区間
で夜間要請限度を達成し、
目標値を上回りました。

• 指標の対象にはなってい
ませんが、茨城県が管理
する補助国道や県道でも
低騒音舗装の整備を実施
しています。

現
状
・

課
題

• 歩道が未整備の通学路が約33%となっています。

• 歩行者・自転車の死傷事故件数は増加傾向にありますが、近年横ば
いの傾向に転じてきており、さらなる事故件数削減が課題です。

達
成
状
況
の
評
価

図：低騒音舗装整備箇所(直轄国道) 図：通学路の歩道整備箇所(主要な箇所)

• 平成16年度は66.6%から
67.3%に通学路歩道整備率
が向上し、成果目標の8割
を達成しました。

• 残された2割の区間につい
ては、平成17年度も継続
して整備を進めていきま
す。

平成16年度 達成状況の報告3
算出方法：夜間騒音要請限度達成率

＝夜間騒音要請限度達成延長/直轄国道延長
算出方法：通学路の歩道整備率

＝歩道設置通学路の延長/通学路総延長　(対象道路：国道、県道)

66.6

67.5
0.9

0.7
67.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

H15実績値

H16目標値

H16実績値

(%)

40.7

43.1

7.0

2.4

47.7

0 10 20 30 40 50

H15実績値

H16目標値

H16実績値

(%)
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12.9

14.0
1.1

0.9
13.8

0 5 10 15 20

H15実績値

H16目標値

H16実績値

(%)

39.9km

無電柱化整備延長

43.0km

42.5km

⑦あんしん歩行エリア整備箇所数

現
状
・

課
題

• 県内の歩行者・自転車の事故件数は増加傾向です。

• 歩行者・自転車の安全な通行を確保するため、緊急に対策が必要な
住居地区・商業地区として全国794箇所を「あんしん歩行エリア」
として指定(H15.7警察庁・国土交通省)しました(県内22箇所)。

達
成
状
況
の
評
価

• 「ひたちなか市勝田中央」
で対策が完了したほか、
11箇所で一部完了してい
ます。

• 今後も継続して整備を進
めていきます。

図：あんしん歩行エリア整備状況

⑧無電柱化率

現
状
・

課
題

• 茨城県の無電柱化率は関東地方平均(14.6%)より低い状態にあります。

• 道路空間を快適に利用するために「電線類地中化」が重要と考えら
れており、使いやすさと良好な景観形成に向けて無電柱化を進める
必要があります。

達
成
状
況
の
評
価

図：無電柱化整備箇所

整備後
(水戸市千波町)

• 平成16年度は12.9%から
13.8%に無電柱化率が向上
し、成果目標の8割を達成
しました。

• 残された2割の区間につい
ては、平成17年度も継続
して整備を進めていきま
す。

平成16年度 達成状況の報告3
あんしん歩行エリアの定義：市街地内の事故発生割合の高い地区において、公安委員

会の速度規制などと併せて、歩道の設置や歩行者優先道路の整備などを面
的・総合的に進めることにより、安全な通行経路を確保する地区

算出方法：無電柱化率
＝市街地における無電柱化済み延長/市街地道路総延長　(対象道路：国道、県道)

1 11

0 2 4 6 8 10 12 14

H15実績値

H16目標値

H16実績値

(箇所)

向上を目指す
(事業実施中)

完了 一部完了

事業計画策定
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17

17

0 5 10 15 20

H15実績値

H16目標値

H16実績値

(箇所)

向上を目指す
(事業実施中)

現
状
・

課
題

⑨バリアフリー化率 ⑪耐震化橋梁整備率

達
成
状
況
の
評
価

• 茨城県のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化率は全国平均(31.0%)より低い状態にあります。

• 年々増加する高齢者人口を背景として、歩道の設置、段差・傾斜・
勾配・舗装の改善といった歩行環境の改善が望まれています。

• 平成16年度は指標算定の
対象となる区間において
供用がなく、指標値も変
化はありません。

• 対象外箇所では、つくば
エクスプレス新駅である
「つくば駅」において一
部バリアフリー化を実施
しました。今後も指標向
上を目指して事業を進め
ていきます。

現
状
・

課
題

• 兵庫県南部地震(平成7年1月17日)以来、既存橋梁の耐震性向上が全
国的な課題となっています

• 常磐自動車道や一般国道、主要な県道は第1次緊急輸送路に指定さ
れており、災害時の安全性確保が重要です。

達
成
状
況
の
評
価

⑩良好な景観改善箇所数

達
成
状
況
の
評
価

• 平成16年度は、有識者委員
会などの第三者による評価
を踏まえて景観を改善した
箇所はありませんでした。

• 維持修繕を兼ね、美観を損
なわぬよう配慮した歩道橋、
防護柵などの塗り替え等は
各所で実施しました。 図：耐震化整備箇所

• 平成16年度は29.3%から
29.7%に耐震化橋梁整備率
が向上し、成果目標の1割
を達成しました。
(一般県道野田牛久線「野
木崎橋」を耐震化整備)

• 残された9割の橋梁につい
ては、平成17年度も継続
して整備を進めていきま
す。

平成16年度 達成状況の報告3

現
状
・

課
題

• 「景観法」が施行されるなど、景観に対する関心が高まっています。

• 県内の道路沿道景観に対する満足度は低い状況です。

算出方法：バリアフリー化率
＝バリアフリー化された延長/バリアフリーが必要な経路延長※

※バリアフリー構想における特定経路および駅から主要な公共施設までの経路の延長

良好な景観改善箇所の定義：国道、県道において、第三者委員会等による客観的な評価
を得て景観改善された道路施設

算出方法：耐震化橋梁整備率
＝耐震化された橋梁数/耐震化が必要とされる橋梁の数

13.7

13.9

0.0

0.2

13.7
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H16目標値
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(%)
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⑫駅前道路整備済み鉄道駅数

現
状
・

課
題

• 茨城県は東京都市圏の他の地域と比較し鉄道利用比率が低く、鉄道
と自動車との連携がより重要となっています。

• 狭小な駅前道路では自動車・自転車・歩行者が混在し、円滑・安全・
快適な利用が困難な状況です。

達
成
状
況
の
評
価

• 平成16年度は対象となる
駅前道路の新たな供用が
なく、指標値も変化はあ
りません。

• 平成17年度は、つくばエ
クスプレス開業に伴い、
新駅関連で6箇所他の整備
を予定しています。

図：駅前道路整備済み鉄道駅

出典：茨城県資料、茨城県ホームページ

• 区間・距離：つくば～秋葉原 58.5km
• 駅数：20駅
• 最高速度：130km/h
• ラッシュ時運行：平均3分45秒毎

平成16年度 達成状況の報告3
算出方法：駅前道路整備済み鉄道駅数

＝駅前広場および幹線道路と接続する道路が整備されている駅数
(乗降客数1,000人以上の駅を対象)

19

19

0 5 10 15 20

H15実績値

H16目標値

H16実績値

(箇所)

向上を目指す
(事業実施中)

⑬自動車専用道路分担率

現
状
・

課
題

• 一般道の混雑緩和や、速度向上によるCO2,NOx等の排出量削減が見込
まれることから、常磐自動車道の利用促進が課題となっています。

• 茨城県の広域道路ネットワークは常磐自動車道が中心で、東西方向
の連携強化が課題です。

達
成
状
況
の
評
価

• 平成16年度は日立地区常
磐自動車道社会実験によ
る自動車専用道路の利用
を促進し、好評をいただ
きましたが、期間や地区
が限定的であり、自動車
専用道路の供用区間がな
かったこともあり、指標
値の変化はありません

算出方法：自動車専用道路分担率
＝自動車専用道路の走行台キロ/全道路の走行台キロ※

※走行台キロ＝区間ごとの交通量×区間延長(自動車の走行量を表します)

7.9

7.9

0 2 4 6 8 10

H15実績値

H16目標値

H16実績値

(%)

向上を目指す
(事業実施中)

• 平成17年度も引き続いて、利用のしやすさ向上を目指した施策と
して、「日立ラクラクETC実験」「常磐道友部SAスマートIC社会実
験」を実施します。

• また、北関東自動車道や圏央道、東関東自動車道(水戸線)といっ
た自動車専用道路の整備も引き続き進めていきます。

⇒常磐道の断面交通量：最大22%増加
⇒高萩市東本町の最大渋滞長：南行きで1390m短縮

⇒ 65%の方から「社会実験は有効である」というご意見

【日立地区常磐自動車道社会実験(平成16年)】
実験期間：平成16年9月～12月(24時間）

割引対象：常磐自動車道 北茨城、高萩、日立北、日立中央、
　　　　　　日立南太田の5インターチェンジ間

割 引 率：全車約3割引　〔 9月10日～10月9日　1ヶ月〕

　　　　　　全車約5割引　〔10月10日～12月9日　2ヶ月〕
マスコットの
チーターくん
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自動車

人

社会・生活

道路ユーザー
道路が提供するサービスと

その質を高めるための課題、対応するアウトカム指標

安全で快適な走行環境
①渋滞を減らす　・・・・・・・　渋滞損失時間
②交通事故を減らす　・・・　死傷事故率
③走りやすい路面　・・・・・　快適路面利用率(新規)

渋滞のない安全で快適な
幹線道路づくり

安全で快適な歩行環境
④安心して毎日使える通学路　・・・　通学路の歩道整備率
⑤電柱に邪魔されない
　　　　　　・景観に優れた歩道　・・・　無電柱化率

安全で快適な
　　　　歩行者復権の道づくり

地域間および港湾・空港との連携
⑥地震時にも寸断しにくい　・・・　耐震化橋梁整備率
⑦高速道路の有効活用と
　　　　ネットワークの充実　・・・　自動車専用道路分担率

陸･海・空の
　　　　交通ネットワークづくり
都市間連携軸の
　　　　強化に資する道づくり

茨城県の道路整備方針

自動車

人

社会・生活

道路ユーザー
道路が提供するサービスと

その質を高めるための課題、対応するアウトカム指標

安全で快適な走行環境
①渋滞を減らす　・・・・・・・　渋滞損失時間
②交通事故を減らす　・・・　死傷事故率
③走りやすい路面　・・・・・　快適路面利用率(新規)

渋滞のない安全で快適な
幹線道路づくり

安全で快適な走行環境
①渋滞を減らす　・・・・・・・　渋滞損失時間
②交通事故を減らす　・・・　死傷事故率
③走りやすい路面　・・・・・　快適路面利用率(新規)

渋滞のない安全で快適な
幹線道路づくり

安全で快適な歩行環境
④安心して毎日使える通学路　・・・　通学路の歩道整備率
⑤電柱に邪魔されない
　　　　　　・景観に優れた歩道　・・・　無電柱化率

安全で快適な
　　　　歩行者復権の道づくり

安全で快適な歩行環境
④安心して毎日使える通学路　・・・　通学路の歩道整備率
⑤電柱に邪魔されない
　　　　　　・景観に優れた歩道　・・・　無電柱化率

安全で快適な
　　　　歩行者復権の道づくり

地域間および港湾・空港との連携
⑥地震時にも寸断しにくい　・・・　耐震化橋梁整備率
⑦高速道路の有効活用と
　　　　ネットワークの充実　・・・　自動車専用道路分担率

陸･海・空の
　　　　交通ネットワークづくり
都市間連携軸の
　　　　強化に資する道づくり

地域間および港湾・空港との連携
⑥地震時にも寸断しにくい　・・・　耐震化橋梁整備率
⑦高速道路の有効活用と
　　　　ネットワークの充実　・・・　自動車専用道路分担率

陸･海・空の
　　　　交通ネットワークづくり
都市間連携軸の
　　　　強化に資する道づくり

茨城県の道路整備方針
●昨年度の業績計画では20種のアウトカム指標を採用しており、

類似した内容の指標があるなど、県民の皆様からわかりにくいと
のご指摘を受けました。
そこで、類似した指標や、数字で成果目標や達成状況が表しにく
い、また、効果が見えにくい指標を除くこととしました。

●平成17年度のアウトカム指標は、茨城県の道路整備方針を踏ま

えつつ、道路が提供すべきサービスとその質を高めるための課題
から、7種(新規指標1種)を短期的な指標として設定し、成果目標

を定め毎年達成状況を評価することとしました。

●中期的な目標を設定しているアウトカム指標(以下の7種)につい
てはp.27を参照下さい。

●昨年まで採用してきたアウトカム指標についても、引き続き向上
を目指して事業を進めます。

平成17年度 業績計画4 アウトカム指標について

・高速道路ICから15分圏域JA数　　・主要観光施設から60分圏域市町村人口
・県土60分構想の進捗　　・高速道路IC30分圏域の市町村人口
・常陸那珂港1時間圏域の市町村数　　・百里飛行場へのアクセス時間
・国際物流拠点から30分圏域工業団地･主要事業所数

H16年度から777削減
(9,774)

H16年度から97削減
(10,454)

10,551万人時間/年①渋滞損失時間

道路が提供する
サービス アウトカム指標

安全で快適な
走行環境

サービスの質を高める課題
平成16年度 平成17年度

H14年度から1割削減
(67.6)

H16年度から1.9削減
(71.5)

73.4件/億台キロ②死傷事故率

H16年度の水準を
概ね維持

H16年度の水準を
概ね維持

82.9％③快適路面利用率

向上を目指す
H16年度から0.7向上

(68.0)
67.3％④通学路の歩道整備率

向上を目指す
H16年度から0.9向上

(14.7)
13.8％⑤無電柱化率

H16年度から18.8向上
(52.8)

H16年度から8.9向上
(42.9)34.0％⑥耐震化橋梁整備率

H16年度から1.9向上
(9.8)

向上を目指す
(事業実施中)

7.9％⑦自動車専用道路分担率

実績値
単位

目標値

渋滞を減らす

地震時にも寸断しにくい

安心して毎日使える通学路
安全で快適な

歩行環境

地域間および
港湾・空港との連携

平成19年度

目標値

交通事故を減らす

走りやすい路面

電柱に邪魔されない
　　・地震時に安全な歩道

高速道路の有効活用と
　　ネットワークの充実

H16年度から777削減
(9,774)

H16年度から97削減
(10,454)

10,551万人時間/年①渋滞損失時間
H16年度から777削減

(9,774)
H16年度から97削減

(10,454)
10,551万人時間/年①渋滞損失時間

道路が提供する
サービス アウトカム指標

安全で快適な
走行環境

サービスの質を高める課題
平成16年度 平成17年度

H14年度から1割削減
(67.6)

H16年度から1.9削減
(71.5)

73.4件/億台キロ②死傷事故率
H14年度から1割削減

(67.6)
H16年度から1.9削減

(71.5)
73.4件/億台キロ②死傷事故率

H16年度の水準を
概ね維持

H16年度の水準を
概ね維持

82.9％③快適路面利用率
H16年度の水準を

概ね維持
H16年度の水準を

概ね維持
82.9％③快適路面利用率

向上を目指す
H16年度から0.7向上

(68.0)
67.3％④通学路の歩道整備率 向上を目指す

H16年度から0.7向上
(68.0)

67.3％④通学路の歩道整備率

向上を目指す
H16年度から0.9向上

(14.7)
13.8％⑤無電柱化率 向上を目指す

H16年度から0.9向上
(14.7)

13.8％⑤無電柱化率

H16年度から18.8向上
(52.8)

H16年度から8.9向上
(42.9)34.0％⑥耐震化橋梁整備率

H16年度から18.8向上
(52.8)

H16年度から8.9向上
(42.9)34.0％⑥耐震化橋梁整備率

H16年度から1.9向上
(9.8)

向上を目指す
(事業実施中)

7.9％⑦自動車専用道路分担率
H16年度から1.9向上

(9.8)
向上を目指す
(事業実施中)

7.9％⑦自動車専用道路分担率

実績値
単位

目標値

渋滞を減らす

地震時にも寸断しにくい

安心して毎日使える通学路
安全で快適な

歩行環境

安心して毎日使える通学路
安全で快適な

歩行環境

地域間および
港湾・空港との連携

平成19年度

目標値

交通事故を減らす

走りやすい路面

電柱に邪魔されない
　　・地震時に安全な歩道

高速道路の有効活用と
　　ネットワークの充実
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①渋滞損失時間　･･･渋滞を減らす

■指標「渋滞損失時間」の意味
渋滞により浪費される無駄な時間を意味し

ます。早朝・深夜など空いている時間帯と
比較して、朝・夕ピーク時など混雑時間帯
で余計にかかる所要時間を「浪費される無
駄な時間」と考えます。

■渋滞損失時間が減少すると。。。
道路混雑が緩和され、朝夕の通勤時間や営業の外回りに要する時間が短

縮することになります。数分の時間短縮でも、道路を利用する多くの人に
その効果が及ぶので、地域全体で見ると大きな時間短縮になります。
また、道路混雑が緩和し走行速度が向上することで、CO2,NOx等の排出

量が削減し、環境負荷軽減につながります。

■道路行政への反映
渋滞損失時間は渋滞の程度を数量として把握し、渋滞のひどい地区、区

間を重点的に対策することで、より効率的に施策を展開します。

②死傷事故率　･･･交通事故を減らす

③快適路面利用率　･･･走りやすい路面

■指標「死傷事故率」の意味
車を運転している時に事故に遭う確率を意味します。

■死傷事故率が減少すると。。。
事故の危険性が低下することになります。また、事故による渋滞の減少

も期待できます。

■道路行政への反映
事故の危険性を数量として把握し、

事故の危険性の高い区間を重点的に
対策していきます。

④通学路の歩道整備率　･･･安心して毎日使える通学路

“渋滞”
＝時間の浪費

■指標「快適路面利用率」の意味
わだちなどがなく快適で安全に走行可能な道路を

利用している交通の割合を意味します。
道路路面は自動車の走行によって次第にわだちな

どができてしまいます。つまり、快適路面利用率は
適切に道路の維持管理を行わないと指標値が低下す
るという性格を持ちます。

■快適路面利用率が維持されると。。。
維持管理がしっかり行われ、快適で安全な道路利

用が提供されているということになります。

■道路行政への反映
本指標により路面の状態の悪い区間を把握し、無

駄な工事を減らすことで効率的な維持管理を実施し
ます。

■指標「通学路の歩道整備率」の意味
通学路に指定されている道路のうち

歩道が整備されている区間の割合です。

■通学路の歩道整備率が向上すると。。。
より安全に通学することができる児童、

生徒が増えることになります。また、児
童、生徒を送り出す保護者の方々も安心
することができます。

■道路行政への反映
通学路に指定されながら歩道が整備されてい

ない区間を把握し、優先的に整備を行います。

適切な維持管理

平成17年度 業績計画4 アウトカム指標の解説
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⑤無電柱化率　･･･電柱に邪魔されない･景観に優れた歩道 ⑥耐震化橋梁整備率　･･･地震時にも寸断しにくい

⑦自動車専用道路分担率　･･･
高速道路の有効活用と

ネットワークの充実

■指標「無電柱化率」の意味
歩行者の比較的多い市街地において道路の両側とも電柱がなく、歩道が

すっきりとして歩きやすくなっている区間の割合です。

■無電柱化率が向上すると。。。
歩道上に電柱の存在する区

間が減少することで、歩道を
より広く快適に使うことがで
きるようになり、道路の景観
も向上します。また、地震に
より電柱が倒れる心配がなく
なります。

■道路行政への反映
市街地の中で電柱が存在す

る区間を把握し、優先的に整
備を行います。

■指標「耐震化橋梁整備率」の意味
地震に強くする必要があると判断した橋梁のうち、耐震化補強を実施し

た橋梁の割合です。耐震化が必要な橋梁とは、設計の考え方(設計基準)が
古いなど地震に対する抵抗力が小さい橋梁です。

■耐震化橋梁整備率が向上すると。。。
地震時にも寸断しにくい道路ネットワークが確保され、災害後の救助・

支援活動を円滑に実施することが可能となります。

■道路行政への反映
耐震化がなされていない橋梁を

把握し、優先的に整備を行います。

■指標「自動車専用道路分担率」の意味
全体の自動車交通のうち、自動車専用道路を利用する交通の割合です。

自動車専用道路とは、常磐自動車道や北関東自動車道、東水戸道路など
を指します。

■自動車専用道路分担率が向上すると。。。
長距離移動時に高速かつ快適なルートが選択可能になります。また、

混雑している一般道から比較的空いている自動車専用道路に交通量が転
換し、自動車専用道路がより有効に使われ、
地域全体で見ると速度向上によるCO2 ,NOx等

の排出量削減が見込まれます。

■道路行政への反映
自動車専用道路の利用状況を把握し、より

利用しやすい自動車専用道路ネットワークの
整備を進めます。

平成17年度 業績計画4 アウトカム指標の解説
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(千
人

時
間

/年
)

実績値

目標値
目標値H17 97 万人時間/年削減

(10,454 万人時間/年)

実績値H16 10,551 万人時間/年

目標値H19 777 万人時間/年削減
(9,774 万人時間/年)

目標値H17 97 万人時間/年削減
(10,454 万人時間/年)

実績値H16 10,551 万人時間/年

目標値H19 777 万人時間/年削減
(9,774 万人時間/年)

現
状
・
課
題

水戸市周辺

日立市周辺

つくば市・
土浦市周辺

• 道路延長(県道以上)の24%である一般国道に、渋滞損失時間
の57%が集中しています。(占有率約2.4倍)

■渋滞が顕著な箇所における一般国道の整備が課題

図：渋滞損失時間

出典：H11道路交通情勢調査、H16旅行速度調査

延長と年間損失時間の比較

3% 24%

57%

73%

42%1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延長

年間損失時間

高速道路 一般国道 県道

• 水戸市、土浦市・つくば市、日立市周辺の渋滞が顕著です。 成
果
目
標

H17年度
の目標

H16年度
の実績

※渋滞損失時間上位2割区間以外の区間においても、地域の課題に応じた事業を実施

• 右図は茨城県の幹線道路区間別
kmあたり渋滞損失時間を高い順
に並べ、上位2割に該当する区間
を示したものです。
このうち各種道路施策・事業に
より渋滞緩和効果の見込まれる
区間に着色しています。

• 上位2割区間のうち事業中箇所は
62区間で、平成17年度は3区間で
の事業完了を予定しています。

平成17年度 業績計画
①渋滞損失時間　・・・渋滞を減らす4

安全で快適な
歩行環境

地域間および
港湾・空港との連携

安全で快適な
走行環境

• 指標の算出対象道路：国道、県道

• 指標の算出方法：渋滞損失時間
＝(実際の所要時間
　　－交通渋滞がない場合の所要時間)
　　　　　　　×交通量×平均乗車人数

■平成16年度実績値と目標値

■平成17年度の渋滞損失時間削減に寄与する主な道路施策・事業

■一般国道461号花貫踏切除却(L=1.3km)

■主要地方道　野田牛久線(L=2.4km)

■日立地区社会実験　(常磐自動車道の料金割引実験)　　等

図：kmあたり渋滞損失時間上位2割の区間
　　(H11道路交通情勢調査の区間単位で整理)

出典：H11道路交通情勢調査、H16旅行速度調査

H17日立地区社会実験
H17完了予定箇所
事業中箇所
その他上位2割区間

H17完了予定箇所
近接して2区間あり
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目標値H17 1.9 件/億台キロ削減
(71.5 件/億台キロ)

実績値H16 73.4 件/億台キロ

目標値H19 H14年度から1割削減
(67.6 件/億台キロ)

目標値H17 1.9 件/億台キロ削減
(71.5 件/億台キロ)

実績値H16 73.4 件/億台キロ

目標値H19 H14年度から1割削減
(67.6 件/億台キロ)

現
状
・
課
題

■都市部の一般国道における事故対策が課題

図：死傷事故率

出典： H11道路交通情勢調査、H15交通事故統合データベース

死傷事故率(件/億台キロ)

7.3

92.1

64.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

高速道路

一般国道

県道

• 道路延長(県道以上)の24%である一般国道に、55%の死傷事故
が集中しています。(占有率約2.3倍)

• 各主要都市部で死傷事故率が高くなっています。
また、一般国道の死傷事故率は県道の約1.4倍となっています。

成
果
目
標

71.5

73.4
74.6

75.1

67.6

72.8

74.9

62

64

66

68

70

72

74

76

H14 H15 H16 H17 H19

(
件

/
億

台
キ

ロ
)

実績値

目標値

H17年度
の目標

H16年度
の実績

※死傷事故率上位2割区間以外の区間においても、地域の課題に応じた事業を実施

• 右図は茨城県の幹線道路区間別死傷
事故率を高い順に並べ、上位2割に
該当する区間を示したものです。
このうち各種道路施策・事業により
事故削減効果の見込まれる区間に着
色しています。

• 上位2割区間のうち事業中箇所は69
区間で、平成17年度は4区間での事
業完了を予定しているほか、事故危
険箇所16地点で個別対策を実施しま
す。

■4車線化による中央分離帯の設置/走行しやすいバイパス整備

■事故危険箇所の対策

　・信号機設置　　・警戒標識や路面表示の改良

　・照明の設置　　・右折レーン等の追加　等

■日立地区社会実験　(常磐自動車道の料金割引実験)
⇒安全な高速道路への転換促進

平成17年度 業績計画
②死傷事故率　・・・交通事故を減らす4

安全で快適な
歩行環境

地域間および
港湾・空港との連携

安全で快適な
走行環境

■平成17年度の死傷事故率削減に寄与する主な道路施策・事業

• 指標の算出対象道路：国道、県道

• 指標の算出方法：死傷事故率
　＝死傷事故件数/走行台キロ※

※走行台キロ＝区間ごとの交通量×区間延長
(自動車の走行量を表します)

図：死傷事故率上位2割の区間
　　(H11道路交通情勢調査の区間単位で整理)

出典： H11道路交通情勢調査、H15交通事故統合データベース

H17日立地区社会実験
H17完了予定箇所
事業中箇所
その他上位2割区間
H17対策実施
事故危険箇所

■平成16年度実績値と目標値
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目標値H17 平成16年度の水準を
概ね維持

実績値H16 82.9 %

目標値H19 平成16年度の水準を
概ね維持

目標値H17 平成16年度の水準を
概ね維持

実績値H16 82.9 %

目標値H19 平成16年度の水準を
概ね維持

79.6
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H14 H15 H16 H17 H19

(
％

)

実績値

目標値

補修なしの場合

H16年度の水準を
概ね維持

補修しない場合

• 指標の算出対象道路：一般国道

• 路面状況の把握：
「路面性状計測車両」を用いて路面性状
(ひびわれ、わだち掘れ、平坦性)を把握
します。

• 指標の算出方法：快適路面利用率
　＝わだちなどがなく快適で安全に走行可能な
　　　　　　道路を利用している交通量÷全体の交通量

現
状
・
課
題

■適切な路面補修により、
快適な走行を維持していくことが課題

図：茨城県の国道・県道の延長・補修費推移

出典： H11道路交通情勢調査、道路統計年報

22.5
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図：道路種類別の大型車混入率

• 道路の路面は日々の交通利用により劣化します。
特に重量のある大型車による影響が大きいとされています。

• このため大型車混入率の高い一般国道では、適切な路面管理
がより重要となります。

• 年々増大する道路延長と、限りある予算を踏まえ、効率的な
維持管理を実施していくことが重要となってきています。

成
果
目
標

H16年度
の実績

H17年度
の目標

(直轄国道)
NO. 路線名 区間 延長(km)

1 一般国道6号 石岡市国府 0.8

2 一般国道6号 茨城町小幡 1.1

3 一般国道6号 茨城町小幡 1.7

4 一般国道6号 東海村石神外宿 1.0

5 一般国道6号 日立市大和田町 1.0

6 一般国道6号 高萩市赤浜 1.5

7 一般国道50号 筑西市飯島 0.7

8 一般国道50号 水戸市三湯 1.2

9 一般国道50号 水戸市内原町杉崎 1.5

10 一般国道50号BP 水戸市河和田町 1.4

11 一般国道50号BP 水戸市笠原町 1.2

12 一般国道51号 旭村沢尻 1.3

13 一般国道51号 大洗町大貫町 0.9

14 一般国道51号 水戸市六反田町 0.8

15 一般国道51号 水戸市東台 0.7

平成17年度 業績計画
③快適路面利用率　･･･走りやすい路面4
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出典：国土交通省
　　　関東技術事務所ホームページ

安全で快適な
歩行環境

地域間および
港湾・空港との連携

安全で快適な
走行環境

■平成17年度の快適路面に寄与する事業箇所

■平成16年度実績値と目標値
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65.6

67.3

66.0

68.0

66.6

67.5

64

65

66

67

68

69

H14 H15 H16 H17 H19

(
％
)

実績値

目標値
向上を目指す

NO. 路線名 区間
通学路
延長(km)

H17設置
延長(km)

1 一般国道50号 岩瀬町友部（桜川） 0.03 0.03

2 一般国道349号 常陸太田市小菅 0.4 0.1

3 一般国道461号 大子町塙 0.9 0.3

4 (主)水戸神栖線 玉造町芹沢 1.7 0.2

5 (主)水戸神栖線 麻生町小高 1.5 0.1

6 (主)小川鉾田線 鉾田町当間 1.5 0.1

7 (主)小川鉾田線 小川町小川 2.1 0.1

8 (主)下館三和線 筑西市玉戸～舟入 1.5 0.2

9 (主)結城野田線 結城市武井 2.6 0.1

10 (主)茨城鹿島線 大洋村上幡木 1.7 0.2

11 (主)笠間つくば線 八郷町小見 0.7 0.3

12 (主)筑西つくば線 筑西市下中山 0.8 0.2

13 (主)塙大津港線 北茨城市関本町 1.1 0.1

14 (主)つくば益子線 大和村本木 1.0 0.2

15 (主)取手東線 取手市小文間 1.0 0.1

16 (一)大洋鹿島線 鹿嶋市田谷 2.1 0.4

17 (一)大洋鹿島線 鹿嶋市和 3.6 0.1

18 (一)藤沢豊里線 つくば市沼崎 0.9 0.2

19 (一)皆葉崎房線 千代川村五箇 1.5 0.2

20 (一)沼田下妻線 つくば市洞下 1.8 0.1

21 (一)繁昌潮来線 麻生町蔵川 1.6 0.2

22 (一)土浦坂東線 つくば市上河原崎 0.9 0.3

9.3 9.3その他

現
状
・
課
題

■児童、生徒が毎日利用する通学路の安全確保が課題

• 歩道が未整備の通学路が約33%(一般国道・県道)となってい
ます。

• 歩行者・自転車の死傷事故件数は増加傾向にありますが、近
年横ばいの傾向に転じてきており、さらなる事故件数削減が
課題です。

図：茨城県内の歩行者・自転車死傷事故件数の推移

出典：交通事故統計年報
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成
果
目
標

目標値H17 0.7 %向上
(68.0 %)

実績値H16 67.3 %

目標値H19 向上を目指す

目標値H17 0.7 %向上
(68.0 %)

実績値H16 67.3 %

目標値H19 向上を目指す

平成17年度 業績計画
④通学路の歩道整備率　･･･安心して毎日使える通学路4

安全で快適な
走行環境

地域間および
港湾・空港との連携

安全で快適な
歩行環境

■平成17年度の通学路の歩道整備率に
　寄与する事業箇所

• 指標の算出対象道路：国道、県道

• 指標の算出方法：通学路の歩道整備率
＝歩道設置通学路の延長/通学路総延長

■平成16年度実績値と目標値

H17年度
の目標H16年度

の実績



24

現
状
・
課
題

■市街地における電線類地中化の遅れ

出典：H13道路に関する世論調査　（内閣府）

図　道路空間の快適な利用において重要と考える項目(複数回答可)

• 道路空間を快適に利用するために「電線類地中化」が重要と
考えられており、使いやすさと良好な景観形成に向けて無電
柱化を進める必要があります。

44.6

22.1

22.1

14.0

11.3

10.0

0.7

11.6

54.8

0 10 20 30 40 50 60

電線類を地中化して電柱をなくす

違法に設置された看板や

放置自転車を撤去する

草木の管理、清掃などの美化活動を

地域住民の参加を得てこまめに行う

電気、ガス、水道などのライフラインや

光ファイバーなどの情報通信施設を収容する

歩道にベンチなどを設けて

休憩できるようにする

植樹帯の設置、カラー舗装を

行うなど景観をよくする

モノレールや路面電車など

公共交通の走行空間を提供する

その他

わからない

(%)

3.7%

7.4%

14.6%

8.0%

5.9% 5.9%

14.7%

4.4%

12.7% 12.6%
13.2%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

北

海

道

東

北

関

東

北

陸

中

部

近

畿

中

国

四

国

九

州

沖

縄

茨

城

県

図　国内各地域と茨城県の現状

出典：国土交通省資料

• 茨城県の無電柱化率は関東地方平均より低い状態にあります。

成
果
目
標

11.8
12.4

14.7

13.812.9

14.0

8

9

10

11

12

13

14

15

16

H14 H15 H16 H17 H19

(
％

)

実績値

目標値
向上を目指す

H17年度
の目標

H16年度
の実績

路線名 区間
H17計画

無電柱化延長
(km)

一般国道50号 水戸市笠原町 0.20

一般国道51号 水戸市東台 0.79

一般国道51号 鹿嶋市宮中 0.75

（一）石岡停車場線 石岡市府中 0.50

（一）潮来佐原線 潮来市あやめ町 0.46

平成17年度 業績計画
⑤無電柱化率　･･･電柱に邪魔されない・地震時に安心な歩道4

安全で快適な
走行環境

地域間および
港湾・空港との連携

安全で快適な
歩行環境

■平成17年度の無電柱化率に
　寄与する事業箇所

• 指標の算出対象道路：国道、県道

• 指標の算出方法：無電柱化率
＝市街地における無電柱化済み延長
　　　　　　　　　/市街地道路総延長

■平成16年度実績値と目標値

目標値H17 0.9 %向上 (+2.7km)
(14.7 %) (45.2km)

実績値H16 13.8 % (42.5km)

目標値H19 向上を目指す

(　)は無電柱化整備延長

目標値H17 0.9 %向上 (+2.7km)
(14.7 %) (45.2km)

実績値H16 13.8 % (42.5km)

目標値H19 向上を目指す

目標値H17 0.9 %向上 (+2.7km)
(14.7 %) (45.2km)

実績値H16 13.8 % (42.5km)

目標値H19 向上を目指す

(　)は無電柱化整備延長
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目標値H17 8.9 %向上
(42.9 %)

実績値H16 34.0 %

目標値H19 18.8 %向上
(52.8 %)

目標値H17 8.9 %向上
(42.9 %)

実績値H16 34.0 %

目標値H19 18.8 %向上
(52.8 %)

34.0

42.9

52.8

0

20

40

60

H14 H15 H16 H17 H19

(
％
)

実績値

目標値

現
状
・
課
題

■災害時の安全確保のため、
緊急輸送路等の耐震性向上が課題

• 兵庫県南部地震(平成7年1月17日)以来、既存橋梁の耐震性向
上が全国的な課題となっています

出典：阪神・淡路大震災被害調査報告書
(平成7年5月社団法人建設コンサルタント協会)

出典：茨城県資料

図　第一次緊急輸送道路

凡   例 

 
第一次緊急輸送道路 
（一般県道以下は除く） 

• 常磐自動車道や一般国道、主要な県道は第1次緊急輸送路に
指定されており、災害時の安全性確保が重要です。

成
果
目
標

H17年度
の目標

H16年度
の実績

平成17年度 業績計画
⑥耐震化橋梁整備率　･･･地震時にも寸断しにくい4

NO. 路線名 対策橋梁名

1 一般国道4号(新4号) 五霞高架橋

2 一般国道4号(新4号) 新利根川橋

3 一般国道4号(新4号) 総和高架橋

4 一般国道6号 新利根橋

5 一般国道6号 水戸大橋

6 一般国道51号 北利根橋

7 一般国道125号 新鬼怒川橋

8 一般国道125号 並木橋

9 一般国道125号 真鍋跨道橋

10 一般国道354号 向山橋

11 一般国道354号 豊神橋

12 一般国道408号 今泉橋

13 (主)つくば野田線 楢戸大橋

14 (主)つくば千代田線 四万騎橋

15 (主)取手つくば線 山崎橋

16 (主)土浦笠間線 中佐谷橋

17 (主)土浦境線 桜橋

18 (一)土浦港線 川口跨線橋

19 (一)土浦岩井線 上広岡橋

安全で快適な
走行環境

安全で快適な
歩行環境

地域間および
港湾・空港との連携

■平成17年度の耐震化橋梁整備率に
　寄与する事業箇所

• 指標の算出対象道路：国道、県道

• 指標の算出方法：耐震化橋梁整備率
＝耐震化された橋梁数
　　　/耐震化が必要とされる橋梁の数

※本年度指標の定義を変更
　　昨年度まで：H8年度防災点検に準拠
　　本年度：耐震補強3ヶ年プログラム(H17.3)に準拠

■平成16年度実績値と目標値
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栃木エリアとの連携
(北関東自動車道)

埼玉エリアとの連携
(圏央道)

成田空港、千葉県エリアとの連携
(圏央道・東関東自動車道水戸線)

7.9
7.98.1

9.8

6

7

8

9

10

11

H14 H15 H16 H17 H19

(
％
)

実績値

目標値

目標値H17 向上を目指す

実績値H16 7.9 %

目標値H19 1.9 %向上
(9.8 %)

目標値H17 向上を目指す

実績値H16 7.9 %

目標値H19 1.9 %向上
(9.8 %)

現
状
・
課
題

■利用のしやすさ向上と
広域道路ネットワークの充実が課題

• 茨城県を縦断する常磐自動車道は、車線あたり日交通量でみ
ると並行する国道6号を下回っています。

• 混雑している一般道から比較的空いている常磐自動車道に交
通が転換すれば、一般道の混雑緩和や、速度向上による
CO2,NOx等の排出量削減が見込まれることから、常磐自動車道
の利用促進が課題となっています。

• 茨城県の広域道路ネットワークは常磐自動車道が中心で、東
西方向の連携強化が課題です。

成
果
目
標

■北関東自動車道
(友部IC～宇都宮上三川IC) ※p.33参照

■圏央道(首都圏中央連絡自動車道)
(つくば牛久IC～阿見東IC) ※平成18年度供用予定

■日立ラクラクETC実験
　期間：平成17年6月27日～8月31日
　区間：那珂IC～日立北ICの相互利用
　時間と割引：9：00～17：00　約5割(ETC車のみ)

■常磐道友部SAスマートIC社会実験
　概要：友部SAより出入りが可能に(ETC車のみ)
　期間：平成17年7月1日～平成18年3月31日
　時間：6：00～22：00　

H16年度
の実績

H19年度
の目標

図　車線あたり日交通量
出典： H11道路交通情勢調査

【一般国道6号】【常磐自動車道】

平成17年度 業績計画
⑦自動車専用道路分担率　・・・高速道路の有効活用とネットワークの充実4

安全で快適な
走行環境

安全で快適な
歩行者復権の道づくり

地域間および
港湾・空港との連携

【スマートIC】
ETCを利用して料金所の無人
化やキャッシュレス化を進める
ことで、従来よりも施設建設コ
ストが安く、コンパクトになった
インターチェンジのこと。
サービスエリア(SA)やパーキン
グエリア(PA)にもETCゲートを
つくれば、そこがスマートICに
なります。

■自動車専用道路分担率向上に
寄与する主な事業

• 指標の算出対象道路：全道路

• 指標の算出方法：自動車専用道路分担率
＝自動車専用道路の走行台キロ
　　　　　　　/全道路の走行台キロ※

　　　※走行台キロ＝区間ごとの交通量×区間延長
　　(自動車の走行量を表します)

■平成17年度は、利用のしやすさ向上を目指した施策を引き続き展開

■平成16年度実績値と目標値
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5箇所向上
(16)

11箇所①高速道路ICから15分圏域JA数

茨城県の
道路整備方針 アウトカム指標

地域の課題･
目指すべき方向

8増加
(38)

30市町村⑤常陸那珂港1時間圏域の市町村数

単位

農業の活性化支援

陸･海･空の交通ネットワークづくり
　(都市間連携軸の強化に

資する道づくり)　

平成19年度

目標値

観光振興の支援

春： 4.7増加 (46.4)
夏：11.7増加(151.7)
秋： 0.2増加 (40.1)
冬：14.4増加(149.1)

春： 41.7
夏：140.0
秋： 39.9
冬：134.7

万人
②主要観光施設から
　60分圏域市町村人口(季節別)

16分短縮　(22) ※238分
⑥百里飛行場へのアクセス時間
　(常磐道千代田石岡ICより)

3箇所増加
(18)

15箇所
⑦国際物流拠点※3 から30分圏域
　工業団地・主要事業所数

10分短縮
(77)

87分③県土60分構想の進捗

33増加
(249)

216万人④高速道路IC30分圏域の市町村人口

地域連携の強化

物流・交流拠点への
アクセス性向上

現況値※1

5箇所向上
(16)

11箇所①高速道路ICから15分圏域JA数
5箇所向上

(16)
11箇所①高速道路ICから15分圏域JA数

茨城県の
道路整備方針 アウトカム指標

地域の課題･
目指すべき方向

8増加
(38)

30市町村⑤常陸那珂港1時間圏域の市町村数
8増加
(38)

30市町村⑤常陸那珂港1時間圏域の市町村数

単位

農業の活性化支援

陸･海･空の交通ネットワークづくり
　(都市間連携軸の強化に

資する道づくり)　

平成19年度

目標値

観光振興の支援

春： 4.7増加 (46.4)
夏：11.7増加(151.7)
秋： 0.2増加 (40.1)
冬：14.4増加(149.1)

春： 41.7
夏：140.0
秋： 39.9
冬：134.7

万人
②主要観光施設から
　60分圏域市町村人口(季節別)

春： 4.7増加 (46.4)
夏：11.7増加(151.7)
秋： 0.2増加 (40.1)
冬：14.4増加(149.1)

春： 41.7
夏：140.0
秋： 39.9
冬：134.7

万人
②主要観光施設から
　60分圏域市町村人口(季節別)

16分短縮　(22) ※238分
⑥百里飛行場へのアクセス時間
　(常磐道千代田石岡ICより)

16分短縮　(22) ※238分
⑥百里飛行場へのアクセス時間
　(常磐道千代田石岡ICより)

3箇所増加
(18)

15箇所
⑦国際物流拠点※3 から30分圏域
　工業団地・主要事業所数

3箇所増加
(18)

15箇所
⑦国際物流拠点※3 から30分圏域
　工業団地・主要事業所数

10分短縮
(77)

87分③県土60分構想の進捗
10分短縮

(77)
87分③県土60分構想の進捗

33増加
(249)

216万人④高速道路IC30分圏域の市町村人口
33増加
(249)

216万人④高速道路IC30分圏域の市町村人口

地域連携の強化

物流・交流拠点への
アクセス性向上

現況値※1

●ここでは、昨年度の業績計画で提示していたアウトカム指標のうち、 中期的な目標となる平成19年度の目標値を提示していたものを整理します。

●中期的な目標とは、平成15年度より開始した行政マネジメントシステムの区切りとなる5年間(平成19年度)で達成を目指す目標です。
引き続き、指標向上に資する関連事業の進捗を把握しつつ、平成19年度に達成状況を評価します。

中期的な目標5

※1：現況値：行政マネジメント開始時の現況値(平成14年度)
※2：百里飛行場民間供用時の目標
※3：国際物流拠点：常陸那珂港、日立港、百里飛行場、つくば国際貨物ターミナル
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①高速道路ICからの15分圏域JA数

現
状
・
課
題

成
果
目
標

• 茨城県は全国有数の農業産出額を誇ります(全国3位)。

• 主要生産品の出荷先は東京以西に集中していますが、高速道路への
アクセスが悪いため競争力の弱いJAが存在しています。

②主要観光施設から60分圏域市町村人口

現
状
・
課
題

成
果
目
標

• 茨城県には四季折々の観光名所が各地に分布しています。

• 各地の観光客数は季節によって変動が大きく、ピーク時期には観光
施設周辺で道路混雑が発生しています。

• 観光客の約8割がマイカー利用であり、マイカー観光への対応強化
が課題です。

出典：交通量推計結果

図：高速道路IC15分圏カバーJA

出典：全国観光地観光客データブック

図：茨城県の観光地域の分布

中期的な目標5

※平成15年3月末時点の市町村単位で算出

【指標向上に寄与する主な事業】
　・一般国道6号　日立バイパス
　・一般国道6号　榊橋
　・一般国道50号　下館バイパス
　・一般国道50号　岩瀬IC関連　等

現況値 11箇所

H19目標値 16箇所

【指標向上に寄与する主な事業】
　・首都圏中央連絡自動車道

(圏央道)　　　　　　　　　　　等

春
(あやめ園)

夏
(大洗海岸)

秋
(袋田の滝)

冬
(偕楽園)

現況値 41.7万人 140.0万人 39.9万人 134.7万人

H19目標値 46.4万人 151.7万人 40.1万人 149.1万人
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現況値 87分

H19目標値 77分

③県土60分構想の進捗

現
状
・
課
題

成
果
目
標

• 茨城県は広い県土に拠点となる中小都市が分散し、都市間の連絡に
時間を要しています。

• 地域の隣接している水戸～筑西(旧下館市)でも、所要時間が60分を
大幅に超過しています。

④高速道路IC30分圏域の市町村人口

現
状
・
課
題

成
果
目
標

• 県西地域など、高速道路空白地域が依然存在します。

• 高速道路ICまで30分で到達できない人口が約82万人となっています。

図：拠点都市間の移動時間

出典：交通量推計結果

図：高速道路IC30分到達市町村

出典：交通量推計結果
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中期的な目標5

※平成15年3月末時点の市町村単位で算出

【指標向上に寄与する主な事業】
　　・首都圏中央連絡自動車道

(圏央道)　　　　　　　　　　　等

現況値 216万人

H19目標値 249万人

【指標向上に寄与する主な事業】
　・首都圏中央連絡自動車道

(圏央道)
　・一般国道50号　岩瀬IC関連　等
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⑤常陸那珂港1時間圏域の市町村数
⑥百里飛行場へのアクセス時間(常磐道千代田石岡ICより)

成
果
目
標

• 貨物取扱量を順調に延ばしている常陸那珂港への円滑な輸送確保が
課題です。

• 民間共用化にむけ準備中の百里飛行場と常磐自動車道(千代田石岡
IC)とのアクセス強化が課題です。

現
状
・
課
題

成
果
目
標

• 常陸那珂港、日立港、百里飛行場、つくば国際貨物ターミナルなど、
県内には国際物流拠点が立地しています。

• 既存工業団地・主要事業所の競争力を高め、企業誘致の魅力向上に
向け、これら物流拠点へのアクセス向上が課題です。

図：常陸那珂港の取扱貨物量
出典：関東地方整備局港湾局ホームページ

出典：交通量推計結果
図：常陸那珂港からの1時間圏

⑦国際物流拠点から30分圏域工業団地・主要事業所数

図：国際物流拠点への
　　　　30分到達工業団地・主要事業所

物流拠点 最寄りの高速道路IC 所要時間(分）

常陸那珂港 常陸那珂港IC 1

日立港 日立南太田 15

百里飛行場 千代田石岡IC 38

つくば国際物流センター 谷田部 1

表：物流拠点と高速道路ICとの連絡時間

出典：交通量推計結果 出典：交通量推計結果
※主要事業所：従業員1,000人程度の企業の事業所（茨城県総合物流計画より引用）

常陸那珂港の取扱総量
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⑤常陸那珂港1時間圏域の市町村数 ⑥百里飛行場へのアクセス時間
(常磐道千代田石岡ICより)

中期的な目標5

※平成15年3月末時点の市町村単位で算出

現況値 30市町村

H19目標値 38市町村
現況値 38分

百里飛行場
民間供用化時

22分

【指標向上に寄与する主な事業】
　・一般国道6号　日立バイパス
　・一般国道50号　下館バイパス　等

【指標向上に寄与する主な事業】
　・一般国道6号　千代田石岡バイパス　等

現況値 15箇所

H19目標値 18箇所

【指標向上に寄与する主な事業】
　・一般国道6号　日立バイパス　等
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地球温暖化対策　道路行政の取り組み資料
～CO2(二酸化炭素)の

排出削減～

背景・課題 道路行政の取り組み

●深刻化する地球温暖化の抑止を目指し、1997年の気候変動枠組条約第3回締
約国会議で「京都議定書」が採択され、CO2を始めとする温室効果ガスの排出に

ついて削減目標が定められました。

●CO2の削減目標は、2008年から2012年までの間に、基準年となる1990年と比
較して「6%削減」を達成することです。

■京都議定書におけるCO2排出量削減目標

●我が国全体のCO2排出量の約2割が運輸部門で、このうちの約9割が自動車に

よるものです。

●運輸部門のCO2排出量は、何も対策をとらない場合、2010年には1990年と比較
して約4割もCO2が増加すると見込まれています。

■運輸部門の約9割が自動車からの排出

⇒自動車からのCO2排出量削減対策が重要な課題

●自動車からのCO2排出量削減を目指し、渋滞の緩和を始めとした各種対策に取

り組みます。

■「CO2削減アクションプログラム」の推進

●アウトカム指標として設定している「渋滞損失時間(p.20参照)」の削減や、
「自動車専用道路分担率(p.26参照)」の向上が達成されれば、スムーズ
な走行が実現するなど、CO2排出量も削減されると見込まれます。

出典：国土交通省「平成16年度道路行政の達成度報告書・平成17年度道路行政の業績計画書」

出典：国土交通省「平成18年度 道路局重点施策」

公共交通の利便性を向上し、自動車交
通から公共交通への転換を図る

アイドリング等のエコドライブを推進し、
走行時の燃料の向上を図る

荷主・物流事業者と一体となって環境負
荷の少ない貨物輸送を推進する

不要・不急の自動車利用を控える等
個々人の自動車利用パターンの見直し
を促進するため、地域住民等との見直
しの動機づけになるようなコミュニケー
ションを実施する

バイパス等の整備とその旧道や周辺の
生活道路の車道幅員を減少させる等の
措置をパッケージ化して進める

自動車交通をＣＯ2排出量の少ない高速
道路へ一般道路からの転換を図る

都心部の渋滞解消等ＣＯ2排出抑制効
果の高い環状道路等を重点的に整備
する

渋滞の主要な原因の1つである路上工

事を縮減する

ＣＯ2排出量の集中する主要渋滞ポイン
トの渋滞解消及びボトルネック踏切の除
去を推進する

道路空間内の緑化を進めＣＯ2の吸収
量の増大を図る

打ち水効果を高める保水性舗装等の導
入を促進する

道路照明に太陽光・風力等を活用する
等、道路空間における新エネルギーの
活用を図る

都心部の渋滞解消を図るためロードプ
ライシング・流入規制導入を検討する

ＩＴＳ（高度道路交通システム）の活用等
により道路交通情報の提供を充実する

渋滞の主要な原因の１つである違法な
路上駐車をなくす

道路政策における『ＣＯ2削減アクションプログラム』

（
１
）
人
と
車
の
か
か
わ
り
方

　
　
　

の
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考

（２
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（
３
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率
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整備延長(km) 車線数 整備状況

一般国道6号藤代バイパス L=1.4km 2(暫定) 全線暫定供用
一般国道50号結城バイパス L=1.0km 4 部分供用
一般国道50号笠間バイパス L=0.8km 4 部分供用
一般国道293号
　常陸太田東バイパス

L=1.8km 2

一般国道349号三才町交差点 - - 左折レーン追加
一般国道354号
　岩井水海道バイパス

L=2.4km 2(暫定)

一般国道355号笠間バイパス L=0.4km 2
一般国道294号常総拡幅 L=1.0km 4
(主)笠間緒川線 L=1.9km 2
(主)つくば野田線 L=0.7km 2
(主)大子美和線 L=0.1km 2
(主)玉里水戸線 L=0.2km 2
(主)大子那須線 L=0.8km 2
(主)竜ヶ崎阿見線 L=1.3km 2(暫定)
(一)荒井麻生線 L=1.7km 2
(一)下伊勢畑増井線 L=1.5km 2
(一)東山田岩瀬線 L=1.0km 2
(一)長岡大洗線 L=1.1km 2
(一)高田下館線 L=0.2km 2
(都)笠間停車場寺崎線 L=0.2km 2
(都)玉台橋菅生線 L=0.5km 4
(都)三国橋大聖院線 L=0.1km 2
(都)辺田本町線 L=0.2km 2

整備路線および事業名
概要

平成16年度に完了した主要事業資料
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■平成17年度に完了予定の主要事業

区間・整備延長
(km)

車線数

一般国道118号那珂大宮バイパス L=0.7km 4

一般国道123号野口拡幅 L=0.3km 2

一般国道245号勝田拡幅 L=1.0km 4

一般国道245号那珂湊拡幅 L=0.5km 4

一般国道294号守谷拡幅 L=0.4km 4

一般国道294号常総拡幅 L=1.5km 4

一般国道461号花貫踏切除却 L=1.3km 2
（主）野田牛久線
（都）守谷伊奈谷和原線

L=2.4km 2（暫定）

（主）下館三和線 L=0.9km 2

（主）常陸那珂港山方線 L=1.2km 2

（主）大洗友部線 L=0.8km 2

（主）土浦江戸崎線 L=1.6km 4

（主）取手つくば線 L=1.4km 2（暫定）

（一）境間々田線 L=2.0km 2

（一）阿波山徳蔵線 L=0.7km 2

（一）高崎岩井線 L=0.5km 2

（都）赤塚駅水府橋線 L=0.4km 4

（都）十万原東西線 L=0.4km 2

（都）宿大沢線 L=0.6km 2

（都）大洗港杉ノ下線 L=0.1km 4

（都）上菅谷下菅谷線 L=0.3km 2

（都）上新町環状線（青柳工区） L=0.2km 2

（都）姫宮川余郷線 L=0.7km 2

（都）学園中央通り線 L=0.4km 6

■平成18年度以降も継続して実施する主な事業

区間・整備延長
(km)

車線数

北関東自動車道 友部IC～宇都宮上三川IC 4

 首都圏中央連絡自動車道 (圏央道) 茨城県内区間 2(暫定)

東関東自動車道水戸線 (仮)鉾田IC～(仮)茨城町JCT 2(暫定)

一般国道6号牛久土浦バイパス L=3.9km 2(暫定)

一般国道6号日立バイパス L=4.7km 2(暫定)

一般国道6号榊橋(25,26,27工区) L=2.3km 4

一般国道6号千代田石岡バイパス L=5.8km 2(暫定)

一般国道50号岩瀬IC関連 L=1.0km 4

一般国道50号下館バイパス L=8.0km 2(暫定)

一般国道51号潮来バイパス L=2.5km 4

整備路線および事業名

整備路線および事業名

概要

概要

現在実施している主要事業資料



茨城県道路協議会

国土交通省関東地方整備局

茨　　城　　県

東日本高速道路(株) 関東支社
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